


申請から助成までの流れ

矢板市こども課
（℡44-3600）へ電話

申請書類を準備し、
必要事項を記入

申請書類を提出
審査・交付決定後、
指定口座に振り込み

指定の専門医療機関
（周産期母子医療センター）

・自治医科大学付属病院（下野市薬師寺3311-1）

・獨協医科大学病院（下都賀郡壬生町大字北小林880）

※里帰りの場合は、都道府県が指定する総合周産期母子医療セン

ター又は都道府県が認定する地域周産期母子医療センターが該当）

移動手段
および

助成金額の基準等

＜妊婦健診時＞

・鉄道、バス等の公共交通機関又は自家用車が対象

・市職員の旅費に関する条例による金額を基準とし、往復分の交通

費の８割を助成

・自家用車の場合、通算した路程の1㎞未満は切り捨てて計上

・上限回数14回（多胎妊婦の場合は19回）

＜出産時＞

・鉄道、バス等の公共交通機関又は自家用車、タクシーが対象

・妊婦健診時と同様、往復分の交通費の８割を助成。タクシー利用の

場合は、実費負担の８割を助成

・自家用車の場合、通算した路程の1㎞未満は切り捨てて計上

※マタニティタクシー利用分は対象外（実費分は対象）

申請に必要なもの

□遠方の産科医療機関への交通費支援事業助成金申請書

□ハイリスク妊婦該当事項調査票

□母子健康手帳の写し（妊娠中の経過/出産の状態のページ）

□交通費に係る領収書等

※タクシー利用は出産時に限る（利用日及び利用料金が確認でき

る領収書等）

□申請者の通帳の写し


